
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度もコロナ禍に負けず、「松江城授業プロジェクト」がスタートし

ました。６月から１１月の間に市内全ての小・義務教育学校の６年生が

「松江城」「松江歴史館」に実際に行って本物を体験します。 

現地でガイドをしてくださる方は松江歴史館の学芸員の方々です。 

しまね潮風学園では、学校と地域が連携・協働して「桂

島清掃活動」を行っています。地域とのつながり、ふる

さとを大切にする心、環境への意識など大切なことをた

くさん学んだことでしょう。 

詳しくは、島根小、島根中の HP をご覧ください。 

大庭小学校３年生は、大庭の町を PR するために地域の方々

を講師に学習を深めています。「神魂神社」「六所神社」「八重

垣神社」「風土記の丘・古墳」「かんべの里」「茶臼山」「お茶・

あんぽ柿」の各グループです。 

大人も一緒に学びたくなる内容ですね。 

各学校、地域の情報をお待ちしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課(山田) 
TEL  55-5656 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp E-mail:shochuikkan@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課(平賀) 
TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

 

 

１．親楽プログラム体験 ２．講義「今、なぜ親学か？」 

３．演習①「カードワーク」 演習②「ランキング」 演習③「ラベルワーク」 

 6 月 23 日（水）に松江

市市民活動センターで松

江市・安来市合同の親楽フ

ァシリテーター養成講座

を開催しました。 

 ６名の参加者の方に「親

楽プログラムとは？」「親

楽ファシリテーターの役

割は？」について学んでい

ただきました。みなさん積

極的（どんどん）に、お互

いに協力（うんうん）して

講座に取り組んでいただ

きました。 

 まず、親楽プログラムはどんなもの

か？松江市親楽ファシリテーターの奥

野希美さんに、実演していただきました。 

・アイスブレイク 

・「聞く耳ってどんな耳？」 

  （人間ファックス） 

 次に今、なぜ親学が必要なのか？ に

ついて、東部社会教育研修センターの古

藤康則さんに、説明していただきました。 

 この親学は家庭教育支援の一つである

こと、現代版の「井戸端会議」であることな

どについて話をしていただきました。 

 午後は、参加者のみなさんに３つの演習のうち１つをファ

シリテートしてもらいました。それぞれ内容は違いますが、３

つのグループワークの手法を体験してもらいました。 

 参加者のみなさんお疲れさまでした。 
 

≪参加者の感想です≫ 

・初めて親学を体験し、とても良かったと感じました。 

子どものことを通じて、自分を見つめ直す機会、 

つながりを持つことの大切さを改めて感じました。 

・楽しく参加させていただきました。新しい気づきも 

ありました。親学に参加者としても参加したいと思 

いました。 

上の段 … 竹内孝恵さん  増田淳美さん   齋藤琴音さん  

  （古志原児童クラブ）   （朝日公民館）  （忌部公民館） 

下の段 … 原美穂さん   大川真美さん   井上美緒さん 

（能義交流センター）  （松江二中 PTA） （朝酌公民館） 

【養成講座を修了された参加者のみなさん】 

（松江市では「親学」を「親楽」として普及、推進しています。） 
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